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１． はじめに 

 台風時に船舶は多くの場合港外へと避難するが、風荷重の減少を期待して倉庫などの建屋の陰に港内避泊し、係留中の

安全を確保しようとすることがある。このとき船舶に作用する弱くなったはずの風荷重が実際どのようになっているかは十分調

べられる必要がある。 

風荷重に対する建屋の影響については風洞実験が有力な調査方法といえるが、現象の理解を深める上で数値シミュレー

ションは欠かすことが出来ないツールである。さらに、コンピューターの性能向上により実験ではカバーできないレイノルズ数

の調査が将来可能となることも期待される。 

 本研究では、別途、風洞の代わりに開水路を使用して風場を作り建屋の影響を調べているが、この実験値と比較しながら

シミュレーション計算の精度を確認しつつ、風荷重の特性の一端を明らかにしようとしている。 

 

２． 計算方法 

 流れの流速や圧力等の物理量は、支配方程式、すなわち質量保存式、運動方程式を満たす必要がある。これらの式

は変形、整理して次式の一般形保存式で与えられる。  
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この方程式を解くための数値計算方法としてＳＩＭＰＬＥ法 1)を採用する。計算領域はスタッガード格子を用いて区分する。粘

性の効果については、壁近傍では壁法則の速度が適用され、また、壁からの距離を用いた混合距離モデルが採用されてい

る。 

 

３． 計算対象とした実験 

 計算と比較する実験の状況を図１に示す。開水路の前方に粗度を配置して、実験範囲内で地上風で言われている１/7 乗

則の流速分布になるよう工夫している。水深は 20cm で、水深を使用したレイノルズ数（Re）は約 23000 である。高さ 5cm のフ

ェンスまたは高さ 5cm×幅 10cm の倉庫の模型を置き、その下流に船舶を簡素化した矩形模型を配置し、作用荷重を計測し

ている。 

        図１ 実験状況図 
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